
徳島県治山林道協会

題 字　山 口 俊 一

令和元年10月15日発行（１,４,10月の各15日発行）

目次

CONTENTS

第61回通常総会開催

国会議員・林野庁に令和２年度予算要望

第31回施工委員会を開催

…　1　

　…　3　

…　5　

●

●

●

お知らせ（令和元年度治山林道技術研修会）

本協会の主な動向（5月～10月）

備忘録

●

●

●

…11

…11

…11

多　田　由加里最優秀賞全国森林土木写真コンクール

NO.199
10月号2019.



　

第
六
十
一
回
徳
島
県
治
山
林
道
協
会

総
会
が
、
七
月
八
日
徳
島
市
の
徳
島
県

建
設
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
来
賓
、
会
員
約
九
十

名
参
加
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
総
会

は
、山
口
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

続
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
表
彰
は
、
第
四
十
一
回
林
道
優
良

維
持
管
理
者
の
知
事
表
彰
、
治
山
林
道

協
会
長
表
彰
、
平
成
三
十
年
度
優
良
工
事
施
工
者
表
彰
の
治
山
部
門
、
林

道
部
門
、
森
林
整
備
部
門
、
第
三
十
五
回
治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の

各
協
会
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
、
来
賓
と
し
て
御
出
席
頂
い
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

林
野
庁
森
林
整
備
部
整
備
課
長　

長
﨑
屋
圭
太
様
、
徳
島
県
知
事 

飯

泉
嘉
門
様
、
徳
島
県
議
会
議
長 

喜
多
宏
思
様
、（
一
社
）日
本
治
山
治
水

協
会
専
務
理
事 

津
元
賴
光
様
、（
一
社
）全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
専

務
理
事 

高
畑
博
之
様
、
徳
島
県
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
長 

松
本
勉
様
を

は
じ
め
多
く
の
方
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
議
案
第
一
号
「
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

の
承
認
に
つ
い
て
」、
議
案
第
二
号
「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
の
承
認
に
つ
い
て
」、
議
案
第
三
号
「
令
和
元
年
度
借
入
金
の
最

高
限
度
額
の
承
認
に
つ
い
て
」、
五
号
議
案
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
は
役
員

改
選
の
年
に
あ
た
り
、
議
案
第
四
号
「
役
員
改
選
に
つ
い
て
」、
別
添
の

通
り
新
役
員
の
選
出
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第61回 通 常 総 会 開 催

山口会長
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〔 知 事 賞 〕
管理主体 代表者 路線名

美 馬 市 美馬市長
藤　田　元　治 木屋平木沢線

〔 会 長 賞 〕

海 陽 町 海陽町長
三　浦　茂　貴 笹無池ヶ谷線

○　徳島県治山林道協会長表彰
　　治山事業

美 馬 市 ㈱田村組� 新　谷　美代治

海部郡海陽町 多田工業㈱� 多　田　久仁男

名西郡神山町 ㈱名正建設� 笠　原　慎　吾

　　林道事業

海部郡海陽町 ㈱谷田組� 谷　田　勝　良

勝浦郡上勝町 ㈱川端建設� 川　端　多賀雄

那賀郡那賀町 ㈲多田組� 多　田　文　昭

　　森林整備事業

吉 野 川 市 阿波麻植森林組合� 和　泉　隆　啓

平成30年度　優良工事施工者

第41回　林道優良維持管理者

　
　
徳
島
県
議
会
議
長

喜
　
多
　
宏
　
思
　
様

　
　
日
本
治
山
治
水
協
会
専
務
理
事

津
　
元
　
賴
　
光
　
様

　
　
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会

　
　
専
務
理
事高　

畑
　
博
　
之
　
様

　
　
徳
島
県
知
事

飯
　
泉
　
嘉
　
門
　
様

　
　
林
野
庁
森
林
整
備
部
整
備
課
長

長
﨑
屋
　
圭
　
太
　
様

役職名 氏　　名 所　　属

会 長 理 事 山　口　俊　一 衆議院議員

副会長理事 川真田　哲　哉 吉野川市長

〃 川　原　哲　博 徳島県建設業協会長

理 事 後　藤　正　和 神山町長

〃 片　山　喜三郎 徳島県建設業協会
海部支部

〃 坂　口　博　文 那賀町長

〃 嘉　見　博　之 徳島県県議会議員

〃 南　　　恒　生 徳島県県議会議員

〃 榊　野　千　秋 木頭森林組合長

〃 平　田　　　茂 徳島県建設業協会
脇町支部長

〃 藤　田　元　治 美馬市長

専 務 理 事 津　田　　　修 事務局

監 事 兼　西　　　茂 つるぎ町長

〃 西　村　　　裕 徳島県建設業協会
三好支部長

〃 松　浦　敬　治 東みよし町長

顧 問 西　村　明　美 元副会長

徳島県治山林道協会役員名簿
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国
会
議
員
・
林
野
庁
に

令
和
二
年
度
予
算
要
望

国
会
議
員
・
林
野
庁
に

令
和
二
年
度
予
算
要
望

　

去
る
八
月
十
九
、二
十
日
、
農
林
水
産
省
林
野
庁　

本
郷

長
官
、
次
長
、
森
林
整
備
部
長
、
整
備
課
長
、
治
山
課
長
、

計
画
課
長
に
予
算
要
望
と
徳
島
県
の
森
林
土
木
事
業
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
徳
島
県
選
出
の

国
会
議
員
、
山
口
衆
議
院
議
員
、
後
藤
田
衆
議
院
議
員
、
福

山
衆
議
院
議
員
、
中
西
参
議
院
議
員
、
三
木
参
議
院
議
員
に

当
協
会
の
川
原
副
会
長
、
小
野
施
工
委
員
長
と
各
委
員
が
四

国
地
区
協
議
会
、
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
令
和
二
年
度
予

算
の
要
望
活
動
を
行
い
、
各
事
項
に
つ
い
て
御
理
解
を
頂
き

ま
し
た
。

　

例
年
、四
国
地
区
協
議
会
で
は
、

治
山
・
林
道
事
業
に
関
す
る
予
算

項
目
を
取
り
ま
と
め
、
各
県
協
会

が
国
会
議
員
、
林
野
庁
を
は
じ
め

関
係
機
関
に
要
望
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
当
協
会
の
代
表
と

し
て
山
口
会
長
、
川
原
副
会
長
を

は
じ
め
施
工
委
員
の
皆
様
方
で
、

徳
島
県
の
森
林
土
木
事
業
に
対
す

る
熱
意
を
林
野
庁
に
伝
え
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
国
か
ら
令
和
二
年
度

概
算
予
算
の
概
要
が
発
表
さ
れ
、

森
林
整
備
事
業
、
治
山
事
業
に
予

算
に
反
映
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

要
望
事
項
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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平
素
は
、
治
山
林
道
事
業
の
推
進
並
び
に
本
会

の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
御
配
慮
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
森
林
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
水
源
の

涵か
ん

養よ
う

、
山
地
災
害
の
防
止
等
の
多
面
的
機
能
を
有

し
、
私
た
ち
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
な
ど
、
国

民
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
未
だ
過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
る
林
業

従
事
者
の
不
足
、
間
伐
等
の
遅
れ
に
よ
る
森
林
荒

廃
の
問
題
は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
適
切

な
維
持
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
疲
弊
し
て
い
る
山
村
経
済
を
活
性

化
し
地
方
創
生
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
林
業
の

成
長
産
業
化
と
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
確
立

に
向
け
た
幹
線
林
道
の
整
備
や
間
伐
・
再
造
林
の

取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
も
西
日
本
を
は
じ
め
と
し
た
広
域

に
及
ぶ
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
河
川
の
氾
濫
や
山

腹
崩
壊
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
方
の
地

震
で
は
、
震
度
７
の
揺
れ
に
よ
り
甚
大
な
被
災
を

受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
中
、「
集
中
豪
雨
や
台
風
」

に
伴
う
大
規
模
な
山
地
災
害
や
近
い
将
来
発
生
が

危
惧
さ
れ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」、「
活
断

層
帯
地
震
」
に
備
え
る
山
地
防
災
力
の
強
化
に
対

す
る
国
民
の
意
識
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
土
砂
災
害
等

に
対
す
る
事
前
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
や
路
網

整
備
に
よ
る
避
難
路
対
策
な
ど
、「
緑
の
国
土
強

靱
化
」
に
資
す
る
治
山
林
道
事
業
の
円
滑
な
遂
行

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
二
年
度
　
当
初
予
算
に

お
い
て
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
特
段
の
御
配
慮
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
○
集
中
豪
雨
や
台
風
、
南
海
ト
ラ
フ
、
中
央
構

造
線
断
層
帯
の
地
震
に
よ
る
災
害
に
備
え
た

事
前
防
災
・
減
災
対
策
、
復
旧
対
策
の
充
実

と
強
化
に
向
け
た
「
緑
の
国
土
強
靭
化
」
の

推
進
お
よ
び
治
山
事
業
予
算
の
拡
充

　
○
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
構
築
に
よ
る
「
林

業
の
成
長
産
業
化
」
の
実
現
と
森
林
吸
収
源

確
保
の
た
め
の
森
林
施
業
や
林
道
等
路
網
整

備
の
推
進
お
よ
び
森
林
整
備
事
業
予
算
の
拡

充

　
○
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
三
カ
年
緊
急
対
策
の

適
正
な
執
行
と
期
間
以
降
の
関
連
対
策
の
実

施
お
よ
び
予
算
の
確
保

　
　
令
和
元
年
八
月

　　
　
　
　
徳
島
県
治
山
林
道
協
会

会
長
　

山
　
口
　
俊
　
一

緑
の
国
土
強
靱
化
・
林
業
の
成
長
産
業
化
対
策
を

推
進
す
る
林
野
公
共
事
業
予
算
に
関
す
る
要
望
書
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第
三
十
一
回
施
工
委
員
会
が
六
月
七
日
、
徳
島
市
の
徳
島
県
建
設

　
第
三
十
一
回
施
工
委
員
会
が
六
月
七
日
、
徳
島
市
の
徳
島
県
建
設

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
徳
島
県
か
ら
は
、
朝
倉
森
林
整
備
課
長
を
は

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
徳
島
県
か
ら
は
、
朝
倉
森
林
整
備
課
長
を
は

じ
め
、
各
県
民
局
の
県
関
係
者
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

じ
め
、
各
県
民
局
の
県
関
係
者
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
県
担
当
者
か
ら
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
（
全
国
）
の
要
望
事
項
に
対

ま
ず
、
県
担
当
者
か
ら
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
（
全
国
）
の
要
望
事
項
に
対

し
て
林
野
庁
見
解
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
県
内
各
支
部
の
要

し
て
林
野
庁
見
解
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
県
内
各
支
部
の
要

望
事
項
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
要
望
後
、
県
担
当
者
か
ら
見
解
等
改

望
事
項
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
要
望
後
、
県
担
当
者
か
ら
見
解
等
改

善
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

善
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
設
計
基
準
、
入
札
制
度
、
さ
ら
に
は
新
工
種
の
導
入
な
ど
、

　
近
年
、
設
計
基
準
、
入
札
制
度
、
さ
ら
に
は
新
工
種
の
導
入
な
ど
、

そ
の
早
い
変
化
に
対
応
で
き
ず
非
常
に
苦
慮
す
る
事
態
が
生
じ
て
い

そ
の
早
い
変
化
に
対
応
で
き
ず
非
常
に
苦
慮
す
る
事
態
が
生
じ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
機
会
に
最
新
の
情
報
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、

ま
す
。こ
の
よ
う
な
機
会
に
最
新
の
情
報
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、

適
正
に
対
応
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

適
正
に
対
応
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
令
和
元
年
度
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
元
年
度　
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解

改

善

要

望

事

項

見

解

第
三
十
一
回
施
工
委
員
会
を
開
催

第
三
十
一
回
施
工
委
員
会
を
開
催

Ⅰ
　
治
山
・
林
道
共
通
事
項

１　
足
場
費
用
の
計
上
に
つ
い
て�

【
徳　
島
】

　
　

二
・
〇
ｍ
未
満
の
構
造
物
等
に
つ
い
て
、
地
形
及
び
形
状
に
よ
り
足
場
の
設
置
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、足
場
設
置
費
の
計
上
を
お
願
い
し
た
い
。
現
場
条
件
に
よ
り
、

構
造
物
（
擁
壁
工
等
）
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
時
等
に
足
場
工
の
設
置
を
必
要
と
す
る
場

合
が
あ
る
た
め
。 

※
治
山
事
業
11
【
美
波
】

２　
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
の
活
用
に
つ
い
て�

【
美　
馬
】

　
　

現
在
、
徳
島
県
土
木
工
事
に
お
い
て
は
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
の
活
用
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
運
用
改
善
点
に
お
い
て
も
、
設
計
金
額
一
千
万
円
以
上

の
工
事
が
活
用
の
対
象
に
さ
れ
て
お
り
、現
場
管
理
等
の
効
率
化
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
山
林
道
事
業
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
受
発
注
者
間
の
情
報
共
有
に
よ
り
業
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

１　
足
場
費
用
の
計
上
に
つ
い
て

　
　

現
場
条
件
に
よ
り
、
高
さ
二
・
〇
ｍ
未
満
の
構
造
物
に
つ
い
て
、
作
業
の
安
全
上
必
要

で
あ
れ
ば
変
更
で
の
対
応
は
可
能
で
す
の
で
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

２　
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
の
活
用
に
つ
い
て

　
　

農
林
土
木
工
事
に
お
き
ま
し
て
は
、
特
記
仕
様
書
に
お
い
て
五
月
一
日
以
降
の
入
札
公

告
分
よ
り
、
一
千
万
円
以
上
の
工
事
に
つ
い
て
、
監
督
員
の
承
諾
を
得
た
う
え
で
、
シ
ス

テ
ム
活
用
の
試
行
対
象
工
事
と
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ

い
。
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※
平
成
三
十
年
度
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解
で
は
、国
（
林
野
庁
）
で
の
導
入
は
な
く
、

今
後
国
の
動
向
を
見
据
え
検
討
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

３　
支
障
木
の
伐
採
・
集
積
・
運
搬
費
用
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

治
山
林
道
工
事
に
お
い
て
、
工
事
着
手
時
に
支
障
と
な
る
支
障
木
の
伐
採
・
集
積
・
運

搬
費
用
に
つ
い
て
、現
場
条
件
に
も
よ
る
が
実
作
業
は
設
計
以
上
に
手
間
で
時
間
を
要
し
、

受
注
者
側
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

実
情
に
見
合
っ
た
費
用
を
計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

４　
現
着
単
価
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
石
材
、
土
材
等
）
の
見
直
し
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

山
間
地
の
現
場
で
は
、
現
着
単
価
の
材
料
費
と
実
際
に
業
者
か
ら
請
求
さ
れ
る
単
価
に

大
き
な
乖
離
が
あ
る
。
特
に
栗
石
や
砕
石
な
ど
の
石
材
は
、
県
設
計
単
価
の
二
倍
近
く
請

求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
旧
来
地
区
単
価
は
、
そ
の
地
区
の
代
表
的
な
地
点
で

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
深
い
山
間
地
で
は
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
設
計
単
価
の
見
直
し
か
、
残
土
処
理
と
同
じ
観
点
で
、
材
料

採
取
地
で
の
単
価
＋
運
搬
費
の
単
価
構
成
に
替
え
る
な
ど
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

５　
根
株
の
処
理
費
用
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

根
株
処
分
の
重
量
を
当
初
設
計
時
の
換
算
値
を
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
記
載
の
重
量
で
清
算
し
て
ほ
し
い
。�

※
林
道
事
業
14
【
吉
野
川
】、
19
【
三
好
】

６　
法
面
工
事
の
運
搬
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

法
面
工
事
の
高
さ
が
三
〇
ｍ
～
五
〇
ｍ
と
高
く
、
横
方
向
の
資
材
運
搬
が
出
来
な
い
場

合
、
当
初
設
計
か
ら
横
方
向
の
簡
易
索
道
等
を
計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３　
支
障
木
の
伐
採
・
集
積
・
運
搬
費
用
に
つ
い
て

　
　

伐
採
・
集
積
は
必
携
ど
お
り
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
現
場
条
件
も
様
々
な
た
め
、
実
情

に
見
合
っ
た
費
用
で
計
上
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
県
か
ら
所
有
者
へ
の
用
地
交
渉
時
に
は
、
運
搬
な
ど
必
要
経
費
は
、
所
有
者
の

負
担
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

４　
現
着
単
価
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
石
材
、
土
材
等
）
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　

実
際
の
単
価
に
見
合
う
よ
う
独
自
調
査
を
行
う
な
ど
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

５　
根
株
の
処
理
費
用
に
つ
い
て

　
　

当
初
積
算
で
は
換
算
値
と
し
て
い
る
が
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
記
載
の
数
量
で
の
変
更
は
可

能
で
す
の
で
、
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

６　
法
面
工
事
の
運
搬
に
つ
い
て

　
　

現
場
の
状
況
か
ら
明
ら
か
に
横
方
向
へ
の
資
材
運
搬
に
仮
設
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
現
場
条
件
等
を
勘
案
し
適
切
な
設
計
・
積
算
に
取
り
組
み
ま
す
。
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改

善

要

望

事

項

見

解

Ⅱ
　
治
山
事
業

７　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
打
設
の
設
計
に
つ
い
て�

【
徳　
島
】

　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
に
つ
い
て
、
地
域
に
よ
っ
て
台
数
に
限
り
が
あ
り
、
ま
た
近

年
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
け
る
ポ
ン
プ
車
の
使
用
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
不
測
の
事

案
に
よ
り
打
設
計
画
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、
次
回
の
配
車
（
打
設
）
調
整
に
数
日
を
要

し
工
程
に
遅
れ
が
生
じ
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
工
法
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
柔

軟
な
運
用
を
お
願
い
し
た
い
。
ポ
ン
プ
車
打
設
の
設
計
時
に
は
、
資
材
搬
入
用
索
道
の
設

計
計
上
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
設
計
よ
り
生
コ
ン
打
設
を
考
慮
し
た
索
道
規
格
に
よ

る
設
計
を
お
願
い
し
た
い
。

８　
木
柵
工
の
杭
長
に
つ
い
て�

【
吉
野
川
】

　
　

木
柵
杭
の
施
工
は
人
力
に
て
杭
打
ち
作
業
を
行
う
た
め
、固
い
地
盤
や
転
石
等
に
よ
り
、

基
準
の
打
ち
込
み
量
に
達
し
な
い
問
題
点
が
あ
る
た
め
、
現
場
状
況
に
応
じ
た
杭
長
で
設

計
を
お
願
い
し
た
い
。

９　
集
水
井
に
お
け
る
（
抗
内
）
排
水
ボ
ー
リ
ン
グ
保
孔
管
に
つ
い
て�
【
吉
野
川
】

　
　

集
水
井
工
（
三
・
五
ｍ
）
内
の
施
工
に
お
い
て
は
、ガ
ス
管
（
定
尺
五
・
五
ｍ
）
に
切
断
・

ね
じ
切
り
加
工
費
が
別
途
加
算
さ
れ
て
現
場
へ
納
品
さ
れ

て
い
る
。
現
在
の
積
算
に
お
い
て
は
、
ガ
ス
管
（
材
料
費

＋
補
正
係
数
）
は
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
切
断
・
加
工
費

の
実
態
と
現
積
算
に
差
異
が
生
じ
て
お
り
請
負
者
の
負
担

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
切
断
・
ね
じ
切
加
工
費
に
つ

い
て
は
、
使
用
す
る
ガ
ス
管
の
延
長
（
本
数
）
に
応
じ
て

設
計
で
の
別
途
計
上
を
お
願
い
し
た
い
。

７　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
打
設
の
設
計
に
つ
い
て

　
　

今
後
、
県
内
の
ポ
ン
プ
車
保
有
状
況
等
を
勘
案
し
、
当
初
設
計
時
か
ら
適
切
に
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

８　
木
柵
工
の
杭
長
に
つ
い
て

　
　

現
地
の
状
況
に
よ
り
、
杭
の
打
ち
込
み
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
杭
間
隔
の
変
更

や
、
杭
長
の
短
い
筋
工
へ
の
変
更
も
可
能
で
す
の
で
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

９　
集
水
井
に
お
け
る
（
抗
内
）
排
水
ボ
ー
リ
ン
グ
保
孔
管
に
つ
い
て

　
　

保
孔
管
加
工
費
の
単
価
差
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
に
対
し
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

（例）
SGP80A（建設物価H30.11）
7.560円/L=5.5m
材料費7.560円＋加工費29.800円
　　　　　　=37.360円（右ネジ）
材料費7.560円＋加工費30.000円
　　　　　　=37.560円（左ネジ）
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10　
仮
設
工
（
モ
ノ
レ
ー
ル
）
に
つ
い
て�

【
美　
馬
】

　
　

治
山
工
事
の
現
場
は
、
山
腹
崩
壊
等
で
車
両
で
通
勤
で
き
な
い
場
所
も
あ
り
、
徒
歩
で

の
現
場
通
勤
が
過
酷
な
現
場
も
あ
る
。
あ
る
現
場
で
は
モ
ノ
レ
ー
ル
を
設
計
で
三
〇
〇
ｍ

計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
現
場
に
仮
設
し
た
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
長
は
三
〇
〇
ｍ
以
上

あ
っ
た
が
変
更
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
現
場
も
あ
る
。
設
計
変
更
の
対
象
に
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

11　
間
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
足
場
工
計
上
に
つ
い
て�

【
美　
波
】

　
　

間
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
工
に
つ
い
て
、
足
場
工
の
設
計
計
上
を
お
願
い
し
た
い
。（
国

直
轄
工
事
に
つ
い
て
は
、
設
計
数
量
に
計
上
さ
れ
て
い
る
）

12　
山
腹
工
事
等
の
現
場
ま
で
の
歩
道
整
備
に
係
る
費
用
に
つ
い
て�

【
美　
波
】

　
　

現
場
に
お
い
て
、
既
設
の
進
入
路
や
代
替
進
入
路
が
無
い
場
合
、
作
業
歩
道
の
新
設
を

設
計
積
算
す
る
こ
と
が
可
能
（
以
前
の
改
善
要
望
で
回
答
）
と
の
事
だ
が
、
変
更
対
応
で

は
無
く
、
当
初
時
か
ら
設
計
計
上
を
お
願
い
し
た
い
。

13　
水
路
工
の
出
来
形
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

別
紙
図
参
照 

10　
仮
設
工
（
モ
ノ
レ
ー
ル
）
に
つ
い
て

　
　

現
在
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
設
置
基
準
を
策
定
中
で
あ
り
、
当
初
設
計
時
か
ら
現
地
に
適
し

た
ル
ー
ト
選
定
や
延
長
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
延
長
等
の
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

11　
間
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
足
場
工
計
上
に
つ
い
て

　
　

労
働
安
全
衛
生
規
則
で
は
高
さ
二
ｍ
を
超
え
る
作
業
場
所
に
つ
い
て
、
足
場
を
設
け
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
適
正
な
設
計
積
算
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た

現
在
契
約
中
の
現
場
に
つ
い
て
は
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

12　
山
腹
工
事
等
の
現
場
ま
で
の
歩
道
整
備
に
係
る
費
用
に
つ
い
て

　
　

現
地
条
件
等
を
考
慮
し
、
当
初
設
計
時
に
現
地
調
査
を
行
い
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

13　
水
路
工
の
出
来
形
に
つ
い
て

　
　

治
山
事
業
は
急
峻
な
現
場
の
た
め
、
延
長
×
断
面
で
設
計
数
量
を
求
め
て
い
ま
す
。
な

お
、
出
来
形
時
に
つ
い
て
は
、
展
開
図
で
の
数
量
変
更
も
可
能
で
す
の
で
監
督
員
と
協
議

し
て
く
だ
さ
い
。
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改

善

要

望

事

項

見

解

Ⅲ
　
林
道
事
業

14　
伐
採
木
の
根
株
処
理
に
つ
い
て�

【
吉
野
川
】

　
　

現
場
で
発
生
し
た
根
株
は
、
破
砕
機
に
よ
り
破
砕
し
た
後
現
場
に
散
布
す
る
場
合
、
破

砕
作
業
は
リ
ー
ス
機
に
よ
り
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
施
工
数
量
に
か
か
わ
ら

ず
、
運
搬
費
、
及
び
一
日
当
た
り
の
賃
料
が
発
生
す
る
た
め
根
株
処
理
数
量
で
の
清
算
で

変
更
を
お
願
い
し
た
い
。

�

15　
法
面
工
（
種
子
吹
付
）
に
つ
い
て�

【
吉
野
川
】

　
　

法
面
工
（
種
子
吹
付
）
を
施
工
す
る
場
合
、
現
地
で
日
当
た
り
が
良
い
個
所
や
風
当
た

り
が
良
い
個
所
は
乾
燥
状
態
と
な
り
や
す
い
。こ
の
よ
う
な
乾
燥
状
態
と
な
る
現
場
で
は
、

種
子
の
生
育
も
遅
く
な
る
た
め
、
乾
燥
防
止
等
を
考
慮
し
た
法
面
保
護
工
の
選
定
と
設
計

を
お
願
い
し
た
い
。

16　
丸
太
伏
工
に
つ
い
て�

【
吉
野
川
】

　
　

直
線
区
間
お
よ
び
一
定
勾
配
（
縦
断
）
の
場
合
は
良
い
が
、
曲
線
区
間
に
お
い
て
は
上

下
の
延
長
が
異
な
る
た
め
、
丸
太
四
ｍ
（
設
計
）
の
加
工
・
組
み
合
わ
せ
で
は
、
隙
間
（
三

㎝
以
上
）
が
出
来
や
す
く
な
り
組
み
合
わ
せ
方
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
手
間
も
か

か
り
美
観
も
悪
く
な
る
。
よ
っ
て
曲
線
部
に
お
い
て
は
割
り
増
し
に
よ
る
歩
掛
補
正
を
お

願
い
し
た
い
。
※
施
工
定
規
図
に
お
い
て
は
、「
注
：
縦
丸
太
の
隙
間
は
三
㎝
以
内
と
す
る
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

17　
設
計
図
面
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
設
置
場
所
に
つ
い
て�

【
美　
波
】

　
　

施
工
中
に
お
い
て
、
現
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
が
移
設
す
る
必
要
が
無

い
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
単
年
度
工
事
ご
と
に
起
点
及
び
終
点
付
近
に
設
置
し
て

頂
く
よ
う
併
せ
て
お
願
い
し
た
い
。

14　
伐
採
木
の
根
株
処
理
に
つ
い
て

　
　

少
量
の
場
合
に
は
根
株
筋
工
等
を
検
討
し
た
上
で
、
現
場
内
利
用
が
困
難
な
場
合
は
、

産
廃
処
理
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ま
す
の
で
監
督
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

�

15　
法
面
工
（
種
子
吹
付
）
に
つ
い
て

　
　

法
面
保
護
工
の
選
定
は
、
気
象
条
件
や
現
場
条
件
、
隣
接
す
る
法
面
の
土
質
等
を
参
考

に
す
る
な
ど
、
現
場
毎
に
適
し
た
工
種
・
工
法
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

16　
丸
太
伏
工
に
つ
い
て

　
　

曲
線
半
径
の
小
さ
い
箇
所
で
の
施
工
は
、
上
下
に
差
が
生
じ
る
た
め
現
場
で
は
、
元
口
、

末
口
を
う
ま
く
組
み
替
え
た
り
工
夫
さ
れ
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
木
材
利
用
促
進
の
た
め
、
ま
た
視
距
を
確
保
し
安
全
走
行
に
有
効
な
工
法
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
他
県
の
状
況
等
も
調
査
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

17　
設
計
図
面
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
設
置
場
所
に
つ
い
て

　
　

可
能
な
限
り
、
移
設
の
必
要
が
な
い
場
所
へ
の
設
置
す
る
と
と
も
に
、
工
事
の
起
終
点

に
も
設
置
い
た
し
ま
す
。
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18　
補
強
土
壁
工
を
工
事
終
点
付
近
に
て
施
工
す
る
場
合
の
購
入
済
み
の
補
強
土
壁
資
材
の

費
用
に
つ
い
て�

【
美　
波
】

　
　

終
点
付
近
の
補
強
土
壁
工
に
つ
い
て
、
施
工
延
長
が
短
縮
さ
れ
た
場
合
（
す
で
に
受
注

者
に
て
購
入
済
み
の
補
強
土
壁
の
資
材
が
一
部
使
用
不
可
に
な
っ
た
場
合
）、
発
注
者
に

お
い
て
買
取
り
な
ど
の
対
応
は
可
能
か
。

19　
根
株
の
チ
ッ
プ
化
処
分
等
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

林
道
開
設
工
事
等
に
伴
い
、
根
株
の
処
分
が
発
生
し
た
場
合
に
主
に
チ
ッ
プ
処
分
と

な
っ
て
い
る
が
、
少
量
及
び
現
場
条
件
に
よ
り
機
械
リ
ー
ス
の
費
用
が
嵩
み
受
注
者
側
の

負
担
と
な
る
。
ま
た
、
根
株
筋
工
に
お
い
て
も
大
き
な
根
株
が
多
い
こ
と
か
ら
施
工
に
苦

慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
違
っ
た
形
で
の
根
株
処
分
方
法
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

20　
補
強
土
壁
工
法
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

補
強
土
壁
施
工
に
お
い
て
、
長
大
か
つ
高
さ
が
五
ｍ
以
上
の
構
造
の
場
合
、
大
量
の
掘

削
土
砂
が
発
生
し
仮
置
き
場
の
確
保
と
盛
土
材
の
管
理
に
手
間
を
要
す
る
。
施
工
途
中
の

ス
テ
ッ
プ
面
を
重
量
車
の
往
来
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
構
造
に
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
構
造
及
び
他
工
法
で
の
設
計
等
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

21　
林
道
工
事
の
水
路
の
断
面
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

側
溝
や
横
断
溝
等
が
詰
ま
り
、
水
が
溢
れ
て
路
面
を
痛
め
て
い
る
。
業
者
自
ら
補
修
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
当
初
設
計
か
ら
断
面
を
大
き
く
し
て
、
極
力
詰
ま
ら
な
い

よ
う
な
設
計
に
し
て
頂
き
た
い
。 

18　
補
強
土
壁
工
を
工
事
終
点
付
近
に
て
施
工
す
る
場
合
の
購
入
済
み
の
補
強
土
壁
資
材
の

費
用
に
つ
い
て

　
　

資
材
の
品
質
管
理
や
保
管
場
所
等
の
問
題
か
ら
、発
注
者
に
よ
る
買
取
り
は
困
難
で
す
。

ま
た
、
工
事
の
終
点
が
補
強
土
壁
工
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
時
点
で
、
施
工
規
模
や
施

工
範
囲
等
を
担
当
者
と
調
整
し
資
材
に
過
不
足
が
な
い
よ
う
資
材
の
購
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

19　
根
株
の
チ
ッ
プ
化
処
分
等
に
つ
い
て

　
　

根
株
処
理
に
つ
い
て
は
、
現
場
内
利
用
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
困
難
な
場
合
は
、
産
廃

処
理
も
可
能
で
す
の
で
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

20　
補
強
土
壁
工
法
に
つ
い
て

　
　

当
初
設
計
時
に
お
い
て
は
、
現
地
の
状
況
（
常
水
、
湧
水
の
有
無
や
良
質
土
が
期
待
で

き
る
か
）
等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
経
済
性
も
勘
案
す
る
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
工
法

の
選
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
施
工
過
程
に
お
い
て
設
計
条
件
と
の
相
違
が
確
認

さ
れ
る
場
合
は
監
督
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

21　
林
道
工
事
の
水
路
の
断
面
に
つ
い
て

　
　

水
路
断
面
に
つ
い
て
は
、排
水
計
算
に
基
づ
き
適
切
な
断
面
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
が
、

路
面
の
大
規
模
な
補
修
等
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
場
合
は
監
督
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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　５月
　23日㈭　令和元年度治山林道四国地区協議会（高知市）
　６月
　 7 日㈮　第31回施工委員会
　18日㈫　令和元年度全国森林土木建設業協会定時総会（東京都）

　７月
　 8 日㈪　令和元年度徳島県治山林道協会第１回役員会、第61回通常総会
　31日㈬　一般社団法人徳島県森林協会第 5 回通常総会

　８月
　19日㈪，20日㈫　国会議員・林野庁予算要望活動（東京都）
　９月
　11日㈬　一般社団法人日本治山治水協会総会（東京都）

10月
　10日㈭，11日㈮　一般社団法人日本治山治水協会全国会長会議（福島県）
　31日㈭　令和元年度治山林道技術研修会（徳島市）

本協会の主な動向（5月〜 10 月）

■日時 令和元年10月31日（木）　10時~17時15分
■場所 徳島県建設センター（徳島市富田浜二丁目）

■題材 「平成30年７月豪雨で発生した土砂災害から学ぶ」他
■講師 徳島大学大学院社会産業理工学研究部　西山 賢一 准教授

お 知 ら せ

令和元年度治山林道技術研修会

会員皆様にとって非常に興味深い講演となっております。
また本研修会は継続学習認定講習（CPDS）の対象プログラムとなっております。

令和元年度治山林道技術研修会

坂
　東
　裕
加
里

優
秀
賞

全
国
森
林
土
木

　
　写
真
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
森
林
土
木

　
　写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　８月に令和２年度予算について農林水
産省林野庁長官と県選出国会議員へ要望
活動を行いました。国の来年度概算要求
と新規事業獲得に向けた要望であり、林
野庁や徳島県が各省庁との予算争奪合戦
に対し、少しでも一助になれることを期
待し実施したものです。まだ昨年の７月
豪雨災害の爪痕は残っており、今回は特
に国土強靭化３カ年緊急対策が来年度で
終了することを受けて、この事業に代わ
る対策の実施について強く要望を行いま
した。国や関係省庁に徳島県の実情、実
態を理解していただくとともに、これか
らも森林土木事業関係の予算拡大に向け
迅速に取り組んでまいりたいと思います。
　今後ともご協力のほどよろしくお願い
申し上げます。
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